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Ｒ３年１月放送分 

「みちのくＡＬＥＲＴ２０２０について」 

（日本の防衛Ｑ＆Ａ） 

（自衛隊百科） 

        R2.12.21 収録 

 

【パーソナリティー】 

本日は東北防衛局の熊谷昌司局長からお話を伺います。熊谷局長、

どうぞよろしくお願いします。 

 

【局長】 

東北防衛局長の熊谷です。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今年は、東日本大震災から１０年の節目の年に当たります。震災の

教訓を踏まえ、国、地方公共団体及び関係機関において、様々な防災

計画や事態対処の取り組みが行われています。 

本日は、これらの取り組みの中でも、東北に所在する陸上自衛隊が

行っている「みちのくＡＬＥＲＴ」という訓練についてご紹介したい

と思います。 

 

【パーソナリティー】 

ＡＬＥＲＴというと、警戒や警報といった意味がある言葉ですね。

「みちのくＡＬＥＲＴ」とは、どのような訓練なのでしょうか。 

 

【局長】 

はい、「みちのくＡＬＥＲＴ」とは、東北６県の地方公共団体及び

関係機関の参加をいただいて、陸上自衛隊東北方面隊を中心に実施す

る大規模な実動防災訓練の名称です。この訓練は、自衛隊の災害対処

能力の維持・向上を図るとともに、災害発生時における地方公共団体、

関係機関及び自衛隊の連携強化を図る目的で実施しています。 

「Ａ」「Ｌ」「Ｅ」「Ｒ」「Ｔ」アラートという言葉には、ご承知

のとおり警戒や警報といった意味があります。東北方面隊においては、

「Ａ」は「Ａｒｍｙ（アーミー）」、「ＬＥ」は「Ｌｅａｄ（リード）」、

「Ｒ」は「Ｒｅｓｃｕｅ（レスキュー）」、「Ｔ」は「Ｔｒａｉｎｉ

ｎｇ（トレーニング）」の意味を込めており、この訓練の実施によっ

て、地方公共団体や関係機関との間の連携の強化、調整要領のノウハ



 - 2 - 

ウ及び教訓の蓄積に努めています。 

 

【パーソナリティー】 

 この訓練は、いつから始まったのでしょうか。 

 

【局長】 

 はい、東北方面隊は、以前から東北地方における大規模地震への対

応のため、図上訓練を毎年実施していましたが、平成２０年、当時の

東北方面総監が、宮城県沖地震の発生から約３０年が経過したことか

ら、想定される大規模災害に備え、常日頃から部隊の練度維持が必要

であるとして、実動を伴った訓練の実施を指示したことが始まりです。 

今年度は、昨年１１月及び１２月に「みちのくＡＬＥＲＴ２０２０」

として、青森県が実施する令和２年度原子力防災訓練と連携し、実施

しました。 

 

【パーソナリティー】 

 具体的にどのような訓練が行われたのでしょうか。 

 

【局長】 

 はい、訓練は、青森県下北郡東通村に所在する東通原子力発電所１

号機運転中、青森県東方沖を震源とする地震・津波が発生し、原子炉

の自動停止後、外部電源が喪失され、その後、さらに、事態が進展し

放射性物質が放出され、発電所周辺地域に影響を及ぼすとの青森県に

よる想定の下で行われ、１１月１２日に東通村において実動訓練、１

２月１６日に東通村及び仙台駐屯地において図上訓練がそれぞれ行わ

れました。 

実動訓練では、地方公共団体の職員及び自衛隊員のほか、原発３０

㎞圏内に所在する５市町村の住民、計約１２００人が参加し、陸上自

衛隊のヘリコプターによる避難訓練や、段ボール製のベッドなどの準

備、必要な物資の受け渡しといった、住民避難の手順毎に具体的な確

認を行いました。 

また、図上訓練においては、原子力災害の初動対応時における地方

公共団体及び関係機関との連携要領の確立に努め、ヘリコプターによ

る撮影映像の関係部署への配信等に係る訓練を行いました。 
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【パーソナリティー】 

 ヘリコプターを使用した避難など本格的な訓練がなされたのです

ね。過去の「みちのくＡＬＥＲＴ」でも同様の訓練が行われたのでし

ょうか。 

 

【局長】 

はい、昨年度に予定されていた「みちのくＡＬＥＲＴ２０１９」は、

東北地方を直撃した令和元年東日本台風の影響により中止となりまし

たが、平成３０年度に福島県南相馬市で実施された「みちのくＡＬＥ

ＲＴ２０１８」では、大規模地震と津波によって瓦礫が散乱し、陸上

や上空から接近できない孤立地域が発生したとの想定の下、水陸両用

車やエアクッション艇を活用した人命救助と物資輸送などの訓練が行

われました。 

 また、平成２６年度に宮城県で実施された「みちのくＡＬＥＲＴ２

０１４」では在日米軍及び豪軍も訓練に参加し、宮城県内において在

日米軍のオスプレイを使用した救援物資輸送や患者輸送の訓練が行わ

れました。 

 

【パーソナリティー】 

 「みちのくＡＬＥＲＴ」は県や陸上自衛隊東北方面隊が中心になっ

て実施している訓練とのことですが、東北防衛局としても訓練には参

加されているのですか。 

 

【局長】 

 はい、当局では図上訓練の際に、仙台駐屯地に連絡員を派遣し、情

報共有や関係機関との連携に係る訓練を実施しました。 

 また、今回の「みちのくＡＬＥＲＴ２０２０」における訓練想定を

踏まえ、局独自の訓練を実施しました。 

具体的には、当局の所在する仙台市から距離のある青森県等に対し

て、遠隔地から如何に対応できるかといった点に焦点を置き、連絡員

の派遣に伴う手順の確認、災害廃棄物の一時的集積のための防衛施設

周辺の財産の速やかな使用許可手続の確認、自衛隊施設が被災した場

合を想定した技術系職員の派遣の手順の確認などを演練し、事態対処

態勢の維持向上を図りました。 
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【パーソナリティー】 

 防衛省・自衛隊では日頃から様々な訓練を実施して、災害が発生し

た場合の態勢の維持に努めているのですね。 

 

【局長】 

 はい、東北地方に所在する各自衛隊は、各種様々な訓練を実施して

います。中でも、「みちのくＡＬＥＲＴ」は、東北方面隊が主催する

最大規模の防災訓練であり、東北地方の地方公共団体、関係機関及び

自衛隊が一体となった大規模実動訓練の実施を通じて、災害に備えた

練度維持を図ることはもとより、連携をスムーズに行うための地方公

共団体、関係機関、自衛隊との顔の見える関係を構築することに大き

く寄与しているものと思います。 

防衛省・自衛隊としましては、訓練を継続し、地域の安心・安全に

寄与して参りたいと思います。 

 

【パーソナリティー】 

 実際に災害が発生した際は、防衛省・自衛隊、地方公共団体や関係

機関が日々訓練をされているおかげで、私たち住民は、安心して避難

をすることができますね。 

 本日は、東北防衛局の熊谷局長から「みちのくＡＬＥＲＴ２０２０」

についてお話を伺いました。局長、ありがとうございました。 

 

【局長】 

 ありがとうございました。 

 

【パーソナリティー】 

このコーナーでは、よりよい内容にしていくため、ラジオをお聞き

の皆さまからご意見・ご感想を募集しております。お聞きのコミュニ

ティ放送局までご連絡ください。 


